
舌骨を見ずして口腔機能を評価するなかれ

※お振込み名は必ず受講者名でお願いいたします。ご入金の確認を持ちまして、正式受付とさせていただきます。
※振込金額が異なり返金の場合は、振込手数料を差し引かせていただきます。

3月21日（祝・火） 10:00~15:00 200名

昭和大学歯学部同窓会会費納入会員： 9,000 円

昭和大学歯学部同窓会会費未納会員：他大学歯科医師： 19,000円

きゅりあん（品川区総合区民会館）小ホール
〒140-0011東京都品川区東大井５－１８－１
※ご来場は公共交通機関をご利用ください。

同窓会HP https://www.showa-d-dousou.jp/ またはQRコードから
お申込みください。
問い合わせ先：昭和大学歯学部同窓会 TEL （０３）３７８４ー８０７７

E-mail: d-doso@dent.showa-u.ac.jp

銀行振込 三井住友銀行 旗ノ台支店 普通預金 3535684
口座名 昭和大学歯学部同窓会 小原 希生

2022年度第3回昭和大学歯学部同窓会 ポストグラデュエートセミナー

※受講料金がどちらかお分かりにならない場合は、事務局までメールでお問い合わせください。

申込受付締切 3月12日（日）※定員になり次第締め切らせていただきます。

講師 丸茂義二 先生

支払方法

会 場

日 時 定 員

料 金

申込方法

定員になり次第お申込みを
締め切らせていただきます。
入金をもってお申込みとなり
ます。

日本歯科大学 名誉教授

口腔機能と関わる舌骨の重要性とは

口腔機能の基本は顎と舌が正常に動くことである。顎機能異常は演者の
専門領域であるが、この顎機能は正常な舌骨の位置が作り出すものである。
そして、正常な舌骨の位置は正常な全身骨格が作り出すものである。
このように顎機能と言われる基本的顎運動は骨格の動きの一部であると
いう認識がないと、咬合調整や口腔内装置によって、かえって頭蓋の
位置異常を惹起する可能性がある。

口腔機能でもう一つ重要なものが舌機能である。この舌機能は舌下神経に
よって支配される内舌筋の機能ではなく、舌骨の生み出す各種の反射に
よって作られる舌の機能的な動きである。自分の意志による舌機能が
どんなに正常であったとしても、咀嚼発音嚥下呼吸などの本当の機能的

運動時に適正な反射があって初めて正常な舌機能と言える。この反射機能
の評価と診断こそ、口腔機能判定の基礎となる。

舌骨の位置と舌骨の機能が顎機能も舌機能も合わせた口腔機能の本態で
あることを知らずして対策はたてることができないであろう。この舌骨が
関わる重要な視点について一部を紹介したいと考えている。

https://www.showa-d-dousou.jp/
mailto:d-doso@dent.showa-u.ac.jp

